　資　料　編

	文化芸術活動の現状



かぬま生涯学習大学
	[bookmark: _GoBack]　
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	Ｈ24

	認定講座数
	511
	571
	567
	536
	471
	479

	受講者数
	9,334
	9,921
	8,978
	9,663
	9,795
	9,518


公民館事業件数
	　
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	Ｈ24

	開催件数
	195
	182
	152
	158
	154
	138

	参加人数
	9,602
	11,227
	18,078
	16,283
	13,947
	10,621


鹿沼市文化協会所属団体会員数
	年度
	H14
	H16
	H18
	H20
	H22
	H24

	部門名
	団体数
	会員数
	団体数
	会員数
	団体数
	会員数
	団体数
	会員数
	団体数
	会員数
	団体数
	会員数

	ホール
	27
	381
	27
	345
	27
	345
	29
	363
	27
	309
	25
	302

	ギャラリー
	19
	137
	16
	119
	16
	119
	11
	117
	10
	123
	9
	118

	生活文化
	15
	97
	17
	102
	19
	100
	18
	88
	19
	82
	14
	78

	文芸
	11
	127
	12
	129
	12
	120
	11
	100
	11
	90
	10
	89

	個人会員
	
	1
	　
	3
	　
	2
	　
	2
	　
	2
	　
	11

	合　計
	72
	743
	72
	698
	74
	686
	69
	670
	67
	606
	58
	598


市民文化祭部門別参加人数
	年度
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25

	部門名
	参加者数
	入場者数
	参加者数
	入場者数
	参加者数
	入場者数
	参加者数
	入場者数
	参加者数
	入場者数
	参加者数
	入場者数

	ホール
	1,424
	3,854
	1,150
	3,568
	1,176
	3,939
	1,062
	3,416
	951
	4,435
	1,114
	3,648

	ギャラリー
	498
	3,303
	484
	2,978
	490
	2,767
	556
	2,430
	581
	1,900
	542
	3,346

	生活文化
	133
	1,510
	134
	1,250
	130
	1,320
	137
	1,280
	107
	2,771
	105
	840

	文芸
	169
	165
	196
	143
	264
	112
	180
	90
	202
	104
	229
	136

	合  計
	2,224
	8,832
	1,964
	7,939
	2,060
	8,138
	1,935
	7,216
	1,841
	9,210
	1,990
	7,970


市民文化祭参加人数
	年　度
	Ｈ20
	Ｈ21
	Ｈ22
	Ｈ23
	Ｈ24
	Ｈ25

	参加者数
	2,232
	1,964
	2,060
	1,935
	1,841
	1,990

	入場者数
	8,781
	7,939
	8,138
	7,216
	9,210
	7,970

	合  計
	11,013
	9,903
	10,198
	9,151
	11,051
	9,960



	鹿沼市文化芸術施設一覧



◆貸館系施設
	施　設　名
	住　　所
	電話番号

	市民文化センター
	坂田山2－170
	65-5581

	市民情報センター
	文化橋町1982-18
	63-8300

	御殿山会館
	今宮町1669-1
	63-2199

	まちなか交流プラザ
	下横町1302-5
	60-5770


◆図書館・記念館
	図書館本館
	睦町287-14
	64-9523

	図書館東分館
	栄町3-40-17
	63-4646

	図書館粟野館
	口粟野661
	85-2259

	千葉省三記念館
	楡木町492-2 (南押原児童館併設)
	65-6741


◆美術館・資料館
	川上澄生美術館
	睦町287-14
	62-8272

	粟野歴史民俗資料館
	口粟野661
	85-2259

	文化活動交流館
	睦町1956-2
	60-7890

	木のふるさと伝統工芸館
	麻苧町1556-1
	64-6131

	屋台のまち中央公園・掬翠園
	銀座1-1870-1
	60-6070

	仲町屋台展示収蔵庫
	仲町1610-1
	


◆観光・レジャー施設
	まちの駅　新・鹿沼宿
	仲町1604-1
	60-2507

	花木センター
	茂呂2086-1
	76-2310

	自然体験交流センター
	板荷6130
	64-8890


◆各コミュニティセンター（地区公民館）
	板荷コミュニティセンター
	板荷3051-1
	63-8306

	西大芦コミュニティセンター
	草久960
	63-8316

	加蘇コミュニティセンター
	加園1364
	62-3569

	北犬飼コミュニティセンター
	さつき町15
	63-8326

	南摩コミュニティセンター
	油田町924-5
	63-8336

	南押原コミュニティセンター
	楡木町1079-1
	63-8346

	菊沢コミュニティセンター
	御成橋町2丁目2197-1
	62-7619

	東大芦コミュニティセンター
	上日向375
	65-4055

	北押原コミュニティセンター
	樅山町162-2
	64-2702

	東部台コミュニティセンター
	緑町1丁目3-36
	64-6421

	粟野コミュニティセンター
	口粟野1780
	63-8356

	粕尾コミュニティセンター
	中粕尾273-2
	63-8366

	永野コミュニティセンター
	上永野770
	63-8376

	清州コミュニティセンター
	深程116-1
	63-8386



	文化芸術施設の活用状況


　　　　　　　　　 　
文化センター利用人数
	　
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	Ｈ２４

	大ホール
	77,764
	68,755
	70,226
	78,881
	78,146
	85,094
	69,934
	67,398
	63,510
	65,667

	小ホール
	20,934
	23,214
	24,447
	25,638
	25,944
	32,821
	24,640
	28,154
	24,337
	25,161

	多目的室
	8,475
	11,205
	5,076
	6,519
	7,487
	10,968
	10,721
	9,723
	18,397
	12,933

	プラネタリウム
	6,151
	6,232
	4,817
	5,412
	4,888
	5,686
	6,134
	5,385
	6,272
	6,203

	その他
	15,991
	18,928
	17,632
	20,722
	25,238
	27,162
	24,431
	21,977
	23,894
	21,738

	利用人数合計
	129,315
	128,334
	122,198
	137,172
	141,703
	161,731
	135,860
	132,637
	136,410
	131,702


図書館貸出図書数（本館・東分館・粟野館合計）
	　
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	H24

	貸出図書数（冊）
	381,072
	467,467
	443,341
	459,900
	411,588
	443,420
	462,060
	453,353
	500,183
	494,570

	貸出人数（人）
	116,528
	142,502
	142,612
	139,529
	129,969
	136,491
	145,692
	148,349
	137,769
	135,459

	レファレンス数（件）
	17,285
	16,745
	18,255
	18,351
	22,756
	17,398
	22,058
	21,460
	18,449
	18,564


川上澄生美術館入館者数
	　
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	Ｈ24

	入館者数
	14,120
	16,991
	16,817
	15,131
	16,583
	17,594
	15,345
	14,632
	18,710
	18,322


市民情報センター利用件数
	　
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19
	H20
	H21
	H22
	H23
	Ｈ24

	利用件数（件）
	6,853
	6,584
	7,284
	7,666
	7,840
	7,787
	7,660
	7,954
	7,974
	7921

	利用人数（人）
	169,934
	171,795
	161,033
	147,609
	150,783
	155,776
	145,986
	146,327
	152,359
	147,560






	鹿沼の先人・文化人


　
	[image: C:\Users\k0014648\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\鈴木石橋（1754～1815）.jpg]
	[image: C:\Users\k0014648\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\山口安良（1781～1865）.jpg]
	[image: \\03fileserver\25年度\70教育委員会事務局\05文化課\Ｂ文化振興係\業務\3事業\02第２期鹿沼市文化芸術振興計画\偉人写真\高久靄厓（1796～1843）.jpg]
	[image: 鈴木要三（1838～1904）]

	鈴木石橋　1754-1815
私塾「麗澤の舎」を開く、蒲生君平の師
	山口安良1781-1865
狂歌人、「押原推移録」編さん
	高久靄厓1796-1843
南画家、谷文晁、池大雅に師事
	鈴木要三　1838‐1904
帝国繊維創業者
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	安生順四朗　1847-1928
保晃会創設、日光の社寺保存に尽力
	斎藤清澄　1853-1896
「栃木新聞」社主、自由民権運動活動家
	横尾輝吉1855-1919
衆議院議員、栃木県改進党の重鎮
	高山角造1866‐1919
私立上都賀学館（鹿沼農商高校の前身）創立
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	奈良武次1868‐1962
大正・昭和天皇の侍従武官長
鹿沼市名誉市民
	20代木村庄之助
1876‐1940
大相撲昭和初期の名行司
「松翁」の称号受ける
	福田代造1879‐1970
上都賀病院、鹿沼相互金庫創設
	半田良平1887‐1945
栃木県を代表する歌人
日本芸術院賞受賞
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	大谷瀬平 1887-1948
図書寄贈により鹿沼図書館創設に貢献
	湯澤三千夫 1888‐1963
内務大臣、参議院議員
	野並茂吉 1888-1965
シウマイの崎陽軒社長
	石山寅吉 1890-1937
足尾労働争議指導者、栃木県初の無産党衆議院議員
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	千葉省三1892-1975
大正・昭和期に活躍した
児童文学作家
	島多訥郎1898-1983
日本画家、日本美術院賞　受賞
	鈴木金一郎　1900-1968
初代鹿沼市長
	猪野省三1905-1985
プロレタリア児童文学作家
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	江連白潮1907-1997
歌人、「窓日」主宰
	長谷川宗召 1909-1978
茶道宗偏流家元直門師範
	古澤俊一1914-1988
2代目鹿沼市長、在職26年鹿沼市名誉市民
	飯塚毅1918-2004
ＴＫＣ創業者
鹿沼市名誉市民


	鹿沼市郷土芸能一覧




	名    称
	年  代
	 保　存　団　体
	指定種別
	指定年
	地　区

	発光路の強飯式
	江戸時代
	発光路強飯式保存会
	国指定
	平成8年
	粕　尾

	奈佐原文楽
	江戸時代
	奈佐原文楽座
	国選択
	昭和46年
	北押原

	栃窪の天然仏
	江戸時代
	上栃窪天然仏保存会
	国選択
	昭和51年
	菊　沢

	生子神社の泣き相撲
	明治時代
	生子神社氏子
	国選択
	平成8年
	北押原

	小松神社                                  天下弌関白流獅子舞
	江戸時代
	久野関白流獅子連
	市指定
	昭和45年
	清　洲

	尾出山神社                               関白流獅子舞
	江戸時代
	尾出山神社関白流         獅子舞保存会
	市指定
	昭和45年
	永　野

	賀蘇山神社                               関白流獅子舞
	江戸時代
	尾ざく獅子舞保存会
	市指定
	昭和45年
	粟　野

	
	
	下五月賀蘇山神社          関白流獅子舞
	
	
	

	日渡路かんだ踊り
	江戸時代
	大杉神社年行司
	市指定
	昭和58年
	粟　野

	板荷のアンバ様
	江戸時代
	大杉神社氏子
	市指定
	平成2年
	板　荷

	上殿太々神楽
	明治時代
	上殿太々神楽連中
	市指定
	平成6年
	北押原

	塩山囃子
	江戸時代
	塩山お囃子保存会
	市指定
	平成7年
	北押原

	玉田囃子
	江戸時代
	玉田囃子保存会（玉流会）
	市指定
	平成7年
	菊　沢

	
	江戸時代
	玉田囃子上組保存会
	追加認定
	平成8年
	菊　沢

	
	江戸時代
	玉田下組囃子保存会
	追加認定
	平成19年
	菊　沢

	鹿沼鳶木遣り
	江戸時代
	鹿沼鳶木遣り保存会
	市指定
	平成11年
	鹿　沼

	鹿ノ入の獅子舞
	江戸時代
	鹿ノ入の獅子舞保存会
	未指定
	―
	西大芦



	鹿沼市友好交流都市一覧



◆友好都市
	都　市　名
	国　名
	締結年月日

	鉄嶺市
	中華人民共和国
	平成 4年 3月15日

	東京都足立区
	日本
	平成 4年10月 1日

	東京都墨田区
	日本
	平成24年10月13日



◆友好交流の覚書を締結している都市
	都　市　名
	国　名
	締結年月日

	アーミデイル・デュマレク市
	オーストラリア連邦
	平成13年  4月19日

	グランドフォークス市
	アメリカ合衆国
	平成19年10月17日



	第2期鹿沼市文化芸術振興計画策定市民会議設置要領



（趣旨）
第１条　鹿沼市の文化･芸術の振興の方向性を示し、それを実現するための長期的な指針とするための第2期鹿沼文化芸術振興計画を策定するため、第２期鹿沼市文化芸術振興計画策定市民会議を設置する。
（所管事務）
第２条　市民会議は、次の各号に掲げる事項を掌握する。
（1） 第２期鹿沼市文化芸術振興計画案の策定
（2） その他振興計画に関する事項
（組織）
第３条　市民会議は、委員おおむね２０人をもって組織する。
　２　委員は、次に掲げる者のうちから、教育長が委嘱または任命する。
（1） 文化･芸術に関する知識経験を有する者
（2） 各種団体から推薦を受けた者
（3） 市議会の議員
（4） その他教育長が認める者
（任期）
第４条　市民会議の委員の任期は、委嘱または任命の日から、当該事業に関する調査･審議が終了するまでとする。
（委員長および副委員長）
第５条　市民会議に委員長および副委員長を各１人置き、委員の中から互選する。
　２　委員長は会務を総理する。
　３　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。
（会議）
第６条　市民会議の会議は、必要に応じて教育長が召集する。
　２　委員長は、会議の議長となる。
　３　市民会議は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。
　４　市民会議の議事は、出席した委員の過半数を持って決し、可否同数のときは、委員長の決するところとする。
（事務局）
第７条　市民会議の事務局は、教育委員会事務局文化課に置く。
附則
　この要領は、平成２５年１月１日から施行する。




	第２期鹿沼市文化芸術振興計画策定市民会議委員名簿


 
	氏　名
	団体・役職名等
	備　考

	◎高橋　宏
	鹿沼商工会議所
	

	○小林　守
	鹿沼市文化協会副会長
	

	入江　正永
	鹿沼市文化協会会長
	

	小林　一行
	鹿沼市文化協会ギャラリー部門長
	

	白石　洋
	鹿沼市文化協会常任理事（文芸部門）
	

	高橋　進
	鹿沼市文化協会常任理事（ギャラリー部門）
	

	高岡　正之
	鹿沼史談会会長
	

	小川　一男
	鹿沼自然観察会理事
	

	豊田　敏盟
	鹿沼学舎顧問
	

	水沼　宏統
	鹿沼フィルハーモニー管弦楽団団長
	

	斎藤　千恵子
	鹿沼民謡民舞連合会副会長
	

	岩本　美鳳
	鹿沼市茶華道協会華道部会長
	

	荻原　弘夫
	奈佐原文楽事務局
	

	大貫　毅
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	第７回策定市民会議
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	○ 市長との意見交換会
○ テーマ⑤のまとめ報告
○ 計画素案の報告

	第８回策定市民会議
	平成25年12月19日
	· 計画素案の検討

	第９回策定市民会議
	平成26年 2月 6日
	· 計画案の報告、検討

	
	平成26年 2月25日
～ 3月14日
	　　パブリックコメント
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	平成26年 3月17日
	· 計画案（修正後）の報告
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◆文化・芸術が歴史の流れの中で創造され、 継承されていくものだということを、再確 認できました。すべての鹿沼市民が、我が 国と鹿沼市の歴史 をもう一度原点に立ち返 って振り返り、学び合う必要性を痛感いた しました。                高橋   宏     ◆ このような立場での参加は初めてなので 戸惑いましたが、市文化協会の立場からい ろいろ発言いたしました。多くの方の考え や意見を知ることができ参考になりました。 これからの行政施策に少しでも反映されま すよう期待いたします。          小林   守       ◆ 市文化芸術振興計画が完成に近づいた。 要は計画倒れにならないように今後行政と 市民の代表が実践の経過を話し合いながら 進める必要があると思う。実践の重要性に ある。                   入江正永     ◆文化芸術振興計画策定市民会議に参加し て教育の重要性を痛感いたしました。広い 意味 での「教育」こそが結果として一人ひ とりの意識の改革につながっていくのだと 思います。                小林一行     ◆改めて文化見つめる考える   集約に苦労グループ分けの時   事務方は割れる意見をまとめ上げ   百出の議論素案に漕ぎ着ける   年が明け熟したかぬまルネサンス   コンベアに乗って行き着くプロジェクト 月イチのミッション果たす満期明け   ～ 川柳にて ～     白石   洋     ◆山と平野の交わる鹿沼。例幣使街道と壬 生街道の交わる鹿沼。首都東京と 100 ㎞で 交わる鹿沼。ここに過去と未来を結ぶ振興 計画書ができましたが、旗振り役の熱き人 を発見し、応援し、実現することが大切か と思います。           高橋   進     ◆ 「景観」と改めて問うとき、先ず思い出 されるのは生まれ育った故郷である。家々 があり、人の集う場所と語らいの姿が浮か ぶ。明るく豊かな暮らしの場と元気に活動 する人々の姿がセットになる景観こそが理 想の姿ではないか。そのような姿を描いて いきたい。              高岡正之         ◆鹿 沼の地域は標高差 1500 ｍあり多種多 様な生物が生息している。この豊かな自然 環境を保全し、子供達に自然とふれあう機 会を多く提供する。また次世代を担う地域 の芸術家や伝統芸能保持者の育成と継承が 重要である。            小川一男     ◆地域資源を生かした鹿沼の文化・芸術の 振興に向け、熱き思いの市民代表の方々と 意見を交えました。そして期待満載のその 近未来計画がここにまとまりました。鹿沼 まるご と博物館構想とこの計画が相俟って 実現化されることを望みます。   豊田敏盟       ◆文化・芸術の発展には、市民の意識向上 が必要不可 欠と思われる。鹿沼がもっと文 化・芸術の香 り高い市として、この振興計 画のもと、より多くの文化芸術を発信して いける場になってほしいものです。                   水沼宏統                                                                  ◆文化芸術は心の糧、鹿沼の穏やかで豊か な自然の中で生まれた文化芸術を、先人た ちの知恵と、新しい時代の若者たちが、と もに力を合わせ、より向上させ、高齢化時 代への文化生活に向けて、発信していけた らいいと感じました。       齋藤千恵子     ◆豊かな自然環境の中、温かさと心地よさ が溢れ、歴史と伝統、文化の息づく街。夢 を明日へと繋ぐ若い息吹、未来に向かい羽 ばたき、進化し続ける我が故郷、鹿沼。幸 多かれと祈ります。         岩本美鳳     ◆ 江戸時代から続く伝統芸能「奈佐原文楽」 に携わる者として、この市民会議に参加し てまいりました。行政からの主導とはいえ、 今後のまちづくりにおける文化芸術の果た す役割を各々の場で活躍する 30 名からの 市民が集い議論を交わすこの会議は、大変 刺激になりました 。 文楽座としましても、 計画案実現に向けて、その一端を担 う事が 出来れば幸いであります。      荻原弘夫     ◆ 近年、物の豊かさより心の豊かさを求め る人が増えている 。 また、最近の研究では、 経済の成長が必ずしも人々の幸福につなが らないことが指摘されている。このような 中策定されるこの計画が、市民の幸福度向 上につながることを願っている。大貫   毅      
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◆文化・芸術が歴史の流れの中で創造され、継承されていくものだということを、再確認できました。すべての鹿沼市民が、我が国と鹿沼市の歴史をもう一度原点に立ち返って振り返り、学び合う必要性を痛感いたしました。　　　　　　　　 　 高橋　宏



◆このような立場での参加は初めてなので戸惑いましたが、市文化協会の立場からいろいろ発言いたしました。多くの方の考えや意見を知ることができ参考になりました。これからの行政施策に少しでも反映されますよう期待いたします。　　 　 小林　守





◆市文化芸術振興計画が完成に近づいた。要は計画倒れにならないように今後行政と市民の代表が実践の経過を話し合いながら進める必要があると思う。実践の重要性にある。　　　　　　　　　　 　 入江正永



◆文化芸術振興計画策定市民会議に参加して教育の重要性を痛感いたしました。広い意味での「教育」こそが結果として一人ひとりの意識の改革につながっていくのだと思います。　　　　　　　　 　 小林一行



◆改めて文化見つめる考える

集約に苦労グループ分けの時

事務方は割れる意見をまとめ上げ

百出の議論素案に漕ぎ着ける

年が明け熟したかぬまルネサンス

コンベアに乗って行き着くプロジェクト月イチのミッション果たす満期明け

～川柳にて～　　　白石　洋



◆山と平野の交わる鹿沼。例幣使街道と壬生街道の交わる鹿沼。首都東京と100㎞で交わる鹿沼。ここに過去と未来を結ぶ振興計画書ができましたが、旗振り役の熱き人を発見し、応援し、実現することが大切かと思います。　　　　　　　　　高橋　進



◆「景観」と改めて問うとき、先ず思い出されるのは生まれ育った故郷である。家々があり、人の集う場所と語らいの姿が浮かぶ。明るく豊かな暮らしの場と元気に活動する人々の姿がセットになる景観こそが理想の姿ではないか。そのような姿を描いていきたい。　　　　　　　　　　高岡正之







◆鹿沼の地域は標高差1500ｍあり多種多様な生物が生息している。この豊かな自然環境を保全し、子供達に自然とふれあう機会を多く提供する。また次世代を担う地域の芸術家や伝統芸能保持者の育成と継承が重要である。　　　　　　　　　小川一男



◆地域資源を生かした鹿沼の文化・芸術の振興に向け、熱き思いの市民代表の方々と意見を交えました。そして期待満載のその近未来計画がここにまとまりました。鹿沼まるごと博物館構想とこの計画が相俟って実現化されることを望みます。　豊田敏盟　



◆文化・芸術の発展には、市民の意識向上が必要不可欠と思われる。鹿沼がもっと文化・芸術の香り高い市として、この振興計画のもと、より多くの文化芸術を発信していける場になってほしいものです。

　　　　　　　　　　　　　　　水沼宏統　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



◆文化芸術は心の糧、鹿沼の穏やかで豊かな自然の中で生まれた文化芸術を、先人たちの知恵と、新しい時代の若者たちが、ともに力を合わせ、より向上させ、高齢化時代への文化生活に向けて、発信していけたらいいと感じました。　　　　齋藤千恵子



◆豊かな自然環境の中、温かさと心地よさが溢れ、歴史と伝統、文化の息づく街。夢を明日へと繋ぐ若い息吹、未来に向かい羽ばたき、進化し続ける我が故郷、鹿沼。幸多かれと祈ります。　　　　　　岩本美鳳



◆江戸時代から続く伝統芸能「奈佐原文楽」に携わる者として、この市民会議に参加してまいりました。行政からの主導とはいえ、今後のまちづくりにおける文化芸術の果たす役割を各々の場で活躍する30名からの市民が集い議論を交わすこの会議は、大変刺激になりました。文楽座としましても、計画案実現に向けて、その一端を担う事が出来れば幸いであります。　　　荻原弘夫



◆近年、物の豊かさより心の豊かさを求める人が増えている。また、最近の研究では、経済の成長が必ずしも人々の幸福につながらないことが指摘されている。このような中策定されるこの計画が、市民の幸福度向上につながることを願っている。大貫　毅





◆日光連山を眺む美しい自然に恵まれた鹿沼は江戸時代に宿場町として栄えました。その豊かな環境から生まれた数々の文化と芸術を子々孫々に伝えることが出来ればと思って居ります。このプロジェクトの成果を期待します。　　　　　　　　大出和成





◆鹿沼市の文化を継承するには、市民と行政が協働で推進していき、市民が参加しやすい環境に、特に小さい頃から文化芸術に触れる機会を設け、若い世代の活躍を新たな鹿沼の文化に取り入れることを願っています。　　　　　　　　　　　　斎藤陽子





◆私達のふるさと鹿沼。今ある命が受け継がれ未来ある子ども達へ贈り届けられる文化。大人としての責任を感じた会議となりました。　　　　　　　　　　　大橋浩子



◆市民が学ぶ機会に恵まれた鹿沼ですが、まだ周知されていないのが現状です。市民の目線から行政、文化芸術に携わる者、市民がそれぞれの実状を把握し、意見交換することが振興計画を進める上で大切だと思いました。　　　　　　　　　鈴木　典子

　

◆文化振興計画に携わり、全員が郷土「鹿沼の文化芸術を素晴らしいものにしていこう」という熱い姿勢にたいへん感動しました。この計画は必ずや将来に対し良い結果をもたらすことと思います。　　鈴木　泉



◆人の心が地域を支える。絆とは人と人との結びつき、人づくりを担う教育の責任は重い。一過性の賑わいに一喜一憂するのではなく、地域を愛するという精神的風土の中で豊かな感性と鋭敏な五感を育んでいきたい。　　　　　　　　　　　　川島敦子
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◆鹿沼の美しい自然の中で先人たちによって育まれ受け継がれてきた文化芸術は、人々に喜びと潤いを与えてきました。行政と市民が一体となった取り組みの中で、一層、栄えていくことを願っています。

襲田利夫

◆文化とは自己主張です。市民一人ひとり　　　　　　が、自由に個性豊かに創造力を発揮することだと思います。鹿沼の豊かな自然と歴史、文化が若い世代に語り継がれ鹿沼市が増々すばらしい町に発展することを願います。　　　　　　　　　　　　芳田利雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆人は誰でも人生を豊かなものになるように願うものです。鹿沼の地で育まれた文化をどう伝え、発展させていくのかが問題です。訪れた人達がじわっと鹿沼の文化を感じられるような空気感がただよう街づくりを願います。　　　　　　　　　田中　茂



◆計画を創ることは目的ではありません。鹿沼の文化を継承し、創造し、発展させる目標を明確にすることです。人や組織を育む知識や資金、場所が必要です。文化力の向上は鹿沼を魅力的な街にして、人々を引き付けます。　　　　　　　　　鈴木　貢



◆この市民会議に参加させて頂き、文化の多様性を改めて実感すると共に、鹿沼の自然と歴史を大切にしながら新しい文化も発展させていけるよう、私達一人ひとりが行動を続けていくことが大事だと感じています。　　　　　　　　　　　　 佐藤たかこ  



◆文化・芸術を若い世代へ伝えていくことは今までもこれからも必要なことだと思います。自身の活動が少しでも鹿沼市の文化・芸術分野に携わっていけたらと思っております。　　　　　　　　　 　大山　隆  

















◆文化・芸術が歴史の流れの中で創造され、


継承されていくものだということを、再確
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◆


このような立場での参加は初めてなので


戸惑いましたが、市文化協会の立場からい


ろいろ発言いたしました。多くの方の考え


や意見を知ることができ参考になりました。


これからの行政施策に少しでも反映されま


すよう期待いたします。
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要は計画倒れにならないように今後


行政と
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◆山と平野の交わる鹿沼。例幣使街道と壬
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「景観」と改めて問うとき、先ず思い出


されるのは生まれ育った故郷である。家々
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◆鹿


沼の地域は標高差
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◆地域資源を生かした鹿沼の文化・芸術の


振興に向け、熱き思いの市民代表の方々と


意見を交えました。そして期待満載のその


近未来計画がここにまとまりました。鹿沼


まるご


と博物館構想とこの計画が相俟って


実現化されることを望みます。


 


豊田敏盟


 


 


 


◆文化・芸術の発展には、市民の意識向上


が必要不可欠と思われる。鹿沼がもっと文


化・芸術の香


り高い市として、この振興計


画のもと、より多くの文化芸術を発信して


いける場になってほしいものです。


 


              


 


水沼宏統


       


     


    


                    


                   


 


 


 


◆文化芸術は心の糧、鹿沼の穏やかで豊か


な自然の中で生まれた文化芸術を、先人た


ちの知恵と、新しい時代の若者たちが、と


もに力を合わせ、より向上させ、高齢化時


代への文化生活に向けて、発信していけた


らいいと感じました。


   


 


齋藤千恵子


 


 


◆豊かな自然環境の中、温かさと心地よさ


が溢れ、歴史と伝統、文化の息づく街。夢


を明日へと繋ぐ若い息吹、未来に向かい羽


ばたき、進化し続ける我が故郷、鹿沼。幸


多かれと祈ります。


     


 


岩本美鳳


 


 


◆


江戸時代から続く伝統芸能「奈佐原文楽」


に携わる者として、この市民会議に参加し


てまいりました。行政からの主導とはいえ、


今後のまちづくりにおける文化芸術の果た


す役割を各々の場で活躍する


30


名からの


市民が集い議論を交わすこの会議は、大変


刺激になりました


。


文楽座としましても、


計画案実現に向けて、その一端を担う事が


出来れば幸いであります。


  


 


荻原弘夫


 


 


◆


近年、物の豊かさより心の豊かさを求め


る人が増えている


。


また、最近の研究では、


経済の成長が必ずしも人々の幸福につなが


らないことが指摘されている。このような


中策定され


るこの計画が、市民の幸福度向


上につながることを願っている。大貫


 


毅
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◆日光連山を眺む美しい自然に恵まれた鹿 沼は江戸時代に宿場町として栄えました。 その豊かな環境から生まれた数々の文化と 芸術を子々孫々に伝えることが出来ればと 思って居ります。このプロジェクトの成果 を期待します。           大出和成       ◆鹿沼市の文化を継承するには、市民と行 政が協働で推進していき、市民が参加しや すい環境に、特に小さい頃から文化芸術に 触れる機会を設け、若い世代の活躍を新た な鹿沼の文化に取り入れることを願ってい ます。                斎藤陽子       ◆私達のふるさと鹿沼。今ある命が受け継 がれ未来ある子ども達へ贈り届けられる文 化。大人としての責任を感じた会議となり ました。              大橋浩子     ◆ 市民が学ぶ機会に恵まれた鹿沼ですが、 まだ周知されていないのが現状です。市民 の目線から行政、文化芸術に携わる者、市 民がそれ ぞれの実状を把握し、意見交換す ることが振興計画を進める上で大切だと思 いました 。             鈴木   典子       ◆文化振興計画に携わり、全員が郷土「鹿 沼 の 文化芸術を素晴らしいものにしていこ う」という熱い姿勢にたいへん感動しまし た。この 計画は必ずや将来に対し良い結果 をもたらすことと思います。    鈴木   泉     ◆人の心が地域を支える。絆とは人と人と の結びつき、人づくりを担う教育の責任は 重い。一過性の賑わいに一喜一憂するので はなく、地域を愛するという精神的風土の 中で豊かな感性と鋭敏な五感を育んでいき たい。               川島敦子                                                       ◆鹿沼の美しい自然の中で先人たちによっ て育まれ受け継がれてきた文化芸術は、 人々に喜びと潤いを与えてきました。行政 と市民が一 体となった取り組みの中で、一 層、栄えていくことを願っています。   襲田利夫   ◆文化とは自己主張です。市民一人ひとり        が、自由に個性豊かに創造力を発揮するこ とだと思います。 鹿沼の豊かな自然と歴史、 文化が若い世代に語り継がれ鹿沼市が増々 す ばらしい町に発展することを願いま す 。               芳田利雄                                                                                                                                                                                             ◆人は誰でも人生を豊かなものになるよう に願うものです。鹿沼の地で育まれた文化 をどう伝え、発展させていくのかが問題で す。訪れた人達がじわっと鹿沼の文化を感 じられるような空気感がただよう街づくり を願 います 。            田中   茂     ◆ 計画を創ることは目的ではありません。 鹿沼の文化を継承し、創造し、発展させる 目標を明確にすることです。人や組織を育 む知識や資金、場所が必要です。文化力の 向上は鹿沼を魅力的な街にして、人々を引 き付けます。            鈴木   貢     ◆この市民会議に参加させて頂き、文化の 多様性を改めて実感すると共に、鹿沼の自 然と歴史を大切にしながら新しい文化も発 展させていけるよう、私達一人ひとりが行 動を続けていくことが大事だと感じていま す。                佐藤たかこ        ◆ 文化・芸術を若い世代へ伝えていくこと は今ま でもこれからも必要なことだと思い ます。自身の活動が少しでも鹿沼市の文 化・芸術分野に携わっていけたらと思って おります 。               大山   隆                     


image1.jpeg




